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※本装具の使用に際しては必ず取扱説明書をよくお読みください。本取扱説明書はお読みになった後も大切に保管してください。 

 警告 （この注意事項を守らないと、使用者が重傷を負うおそれがあります） 

 本装具は医師の処方のもと、義肢装具士が調整・適合確認し、ご使用いただく装具です。 

 本装具の使用に際しては医師の指示に従い、医療従事者の十分な指導を受け、正しくご使用ください。 

 本装具の使用により痛みやしびれ、かぶれ等の異常が生じた場合は、速やかに医師または義肢装具士に相談

してください。 

 本装具は長期間の使用及び使用状況により破損する恐れがあります。万一、破損した場合は速やかに医師ま

たは義肢装具士にご相談ください。 

 本装具の加工、改造は絶対に行わないでください。 

 ご本人以外のご使用はお止めください。 

 

 装着方法 （ベッド上[寝たまま]で装着の場合） 

 装着する際は、介助者が必要です。 

 本装具の「前後」「上下」を確認してください。 

 介助者が頸椎を動かさないように支えながら、装着者を横臥位（横向き）にし、本体後面を合わせます。〔①〕 

 装着者を仰臥位（仰向け）に戻し、全てのベルトを外側に出しておきます。〔②〕 

 本体前面をはめ、Y 支柱の頬パッドを頬骨にあてます。〔③〕 

 頸部ベルト、胸部ベルト、頭部ベルト、頬ベルトの順に緩みがないようにしっかりと締めます。〔④〕 

 注意 （この注意事項を守らないと、使用者がけがをしたり、物的損害のおそれがあります） 

 装着前に必ず本体、ベルト、支柱などに異常がないか確認してください。 

 装着の際は、前後、上下を確認し、装着してください。 

 ベルトは絶対に緩まないように装着してください。緩んだ状態では絶対に使用しないでください。 

 使用中にずれ、緩みが生じた場合は必ず正しい位置に装着し直してください。 

 常に乾燥させてご使用ください。 

 直射日光の当たる場所や、高温多湿になる場所に放置しないでください。 

 構造と名称  

① ② ③ 

Y 支柱 

本体前面 

頬パッド 

頭部ベルト 

胸部ベルト 

本体後面 

頸部ベルト 

頬ベルト 

④ 

掛け金 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
	

	

	

 
 

 ご注意   

 使用前に Y 支柱の高さを調整し、装着者の頸椎を適切な位置で支持してください。 

 使用前に装着者の頬骨の形状に合わせて Y 支柱を曲げ、パッドが接する面の微調整を行ってください。 

 ネジの緩みが心配な場合はネジ止め用の接着剤などをご使用ください。 

 装着者が仰臥位で後頭部に痛みを訴える場合は、付属の円形ウレタンを挿入してください。 

義肢装具製作所様用 

※改良のため予告なく仕様を変更することがあります。 

 Y 支柱の高さの調整方法  

 本体前面の Y 支柱に付いている掛け金と３つの白ネジを外し、上下にスライドさせます。 

 注）調整後、白ネジはしっかりと締め直してください。 
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 頭部ベルト、頬ベルトの後面での調整方法  

 頭部ベルト、頬ベルトは後面で長さの調節が 

可能です。（下図参照） 
注）後面での長さ調整は初回のみとし、通常の 

着脱は前面で行うよう指導してください。 

 お手入れについて  

 本装具を水洗いすることはできません。濡らした布などで軽く拭く程度にしてください。 

 汚れ防止、皮膚刺激防止などには薄いガーゼハンカチの様な物、メリヤス生地などを内側に置いてから装着し

てください。 

 頬パッドのカバーが汚れた場合は、付属のカバーと交換し、手洗いしてください。 

 Y 支柱の離し方について  

 Y 支柱の掛け金と頬ベルトをはずすことで頬パ

ッドを頬部から離すことが可能です。（下図参照） 

注）必ず、頭部ベルトをしっかりと締めた状態で行っ

てください。 


